
橋
爪
議
員
が
反
対
討
論 

 

９
月
定
例
市
議
会
は

27

日
、
市
長
提
案
の
議
案
な
ど

25
本
、
議
会
発
議
４
本
、
市

民
か
ら
の
請
願
１
本
を
採
決

し
て
終
了
し
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、

議
案
の
う
ち
、
25
の
議
案
等

に
賛
成
、
市
民
の
暮
ら
し
に

反
す
る
次
の
①
～
⑤
の
５
議

案
に
反
対
し
ま
し
た
。
採
決

に
あ
た
り
、
橋
爪
議
員
が
議

員
団
を
代
表
し
て
５
つ
の
議

案
に
対
す
る
反
対
討
論
を
行

い
ま
し
た
。 

 

要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。 

①
令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算

認
定 

 

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の

拡
充
や
鳥
獣
被
害
対
策
の
強

化
な
ど
で
評
価
す
べ
き
事
項

が
あ
る
も
の
の
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
か
ら
市

民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

る
点
で
不
十
分
だ
っ
た
。

も
っ
と
財
政
調
整
基
金
を
活

用
し
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
対
象
の
拡

大
や
業
者
支
援
な
ど
を
行
う

べ
き
だ
っ
た
。 

②
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
決
算
認
定 

 

被
保
険
者
の
多
く
が
低
所

得
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
保
険
料
が
高
い
と
い
う

構
造
的
な
問
題
を
抱
え
て
い

る
。
負
担
を
下
げ
る
た
め

の
、
一
般
会
計
か
ら
の
法
定

外
繰
り
入
れ
な
ど
が
行
わ
れ

な
か
っ
た
。 

③
令
和
２
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
決
算
認
定 

 

依
然
と
し
て
高
水
準
の
保

険
料
が
市
民
に
課
せ
ら
れ
て

い
る
ほ
か
、
新
総
合
事
業
に

よ
っ
て
、
利
用
者
に
は
サ
ー

ビ
ス
内
容
の
低
下
、
事
業
者

に
と
っ
て
は
介
護
報
酬
の
削

減
と
、
双
方
に
と
っ
て
大
変

な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。 

④
令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
決
算
認
定 

 

際
限
な
く
保
険
料
の
引
き

上
げ
が
続
く
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
包
括
払
い
制

度
な
ど
高
齢
者
に
対
し
て
医

療
内
容
を
抑
制
す
る
重
大
な

問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。 

 

ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
の
助

成
制
度
も
、
助
成
額
と
の
差

を
払
え
ば
よ
い
国
保
と
違
っ

て
、
窓
口
で
い
っ
た
ん
全
額

を
支
払
い
、
後
で
還
付
さ
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
な

ど
高
齢
者
に
冷
た
い
医
療
行

政
で
あ
る
。 

⑤
令
和
３
年
度
上
越
市
一
般
会

計
補
正
予
算 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
を
図
る
た
め
の
経
費
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
政

府
が
個
人
情
報
を
一
元
的
に

把
握
し
、
社
会
保
険
料
や
税

金
の
徴
収
漏
れ
を
な
く
そ
う

と
い
う
、
政
府
の
一
方
的
な

都
合
の
た
め
に
創
設
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
国
民
に
と
っ

て
は
、
危
険
性
や
留
意
す
べ

き
注
意
事
項
が
多
く
、
便
利

な
も
の
な
ど
で
は
な
い
。 

 

仮
に
普
及
す
る
に
し
て

も
、
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
べ

き
危
険
性
の
周
知
、
必
要
な

注
意
事
項
の
啓
発
の
取
組
を

す
る
計
画
が
な
い
。 

 

資
産
状
況
や
健
康
状
態
な

ど
の
個
人
情
報
が
政
府
に
一

元
的
に
握
ら
れ
、
政
府
の
都

合
で
利
用
さ
れ
た
り
、
民
間

企
業
に
提
供
さ
れ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を

市
民
に
わ
か
り
や
す
く
周
知

す
べ
き
で
あ
る
。 

 
 

Ｎｏ.７２５  ２０２１年１０月３日 
 

連 橋爪 法一 (吉川区代石) 
絡 上野 公悦 ( ) 
先 平良木哲也 (上中田(金谷区)) 

上越保健所管内感染症患者発生状況 
（9月24日現在） 

検査実施件数 21,082件(前週＋360) 
 管内陽性件数     338件(前週＋3) 
 上越市内陽性件数   301件(前週＋4) 
 陽性率     1.603％(前回1.617％) 

 

 

 

 県央圏域ではさらに、｢病床削減推進事

業｣の｢重点支援区域｣として選定を受け、国

から消費税を財源とした財政支援を得て、

病床削減が進められようとしています。 

 この重点地域に指定されると、財政支援

を受ける代わりに、病床を10％以上削減す

ることが条件になります。 

 県央圏域は、医師不足のため診療科を縮

小したり入院病棟を閉鎖したりしているた

め、圏域外で受療せざるを得ない患者が出

ているのが現状です。 

 こうした現状を打開するには、医師の増

員と医療体制の強化で医療提供改善を図る

ことが必要ですが、逆に現在の受療率を前

提にして、｢人口減と高齢化で今後の医療需

要が下がる｣としていることは問題です。 

 住民の受診抑制の有無や患者が圏域外で

受療している理由をつかみ、その対策を講

じることやコロナ感染を踏まえた病床を確

保することこそ必要です。 

 こうしたことは、上越圏域でも同じよう

に進められています。       (続く) 

 小木直江津航路の維持のた

めの佐渡汽船㈱への支援を盛

り込んだ補正予算では、慎重

な予算執行などを求める付帯

決議が提案され、僅差ながら

も採択されました。採決前に

行われた平良木議員の賛成討

論の要旨は次の通りです。 

◇ 小木直江津航路は佐渡と上越を結ぶ｢海

の道｣であり、生活航路として、物流や広

域観光を支える航路として、極めて重要。 

◇ 当市として小木直江津航路の維持存続に

向けてできる限りのことをすべき。 

◇ 佐渡汽船㈱への支援は小木直江津航路の

利用促進に資するので基本的には必要。 

◇ 一方、同社は中長期的な経営改善計画や

支援による経営改善の見通しを明らかにし

ていない。 

◇ 同社の経営状況や改善計画、支援による

見通しが市民の目にわかり、納得できなけ

れば、貴重な税金の支出はできない。 

◇ 議会に説明し適切な時期に予算を執行す

ること、執行後も引き続き説明を行うこ

と、貨物や車両も運送できる航路として再

出発するための条件を遵守すること、市と

して航路維持や利用促進に取り組むことが

重要であり、決議案は妥当である。 


